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発刊に当たって

　川崎市は昭和47（1972）年に政令指定都市に移行し、区制が施行さ

れて50周年、また、昭和57（1982）年の行政区再編により現在の7区

制となって40周年を迎えました。昭和47（1972）年に約98万人だっ

た人口は令和3年5月に154万人に達し、政令指定都市で6番目に大きな

都市へと成長しました。

　今年3月には、キングスカイフロントと羽田空港をつなぐ「多摩川

スカイブリッジ」が開通し、川崎市が世界への玄関口となることが期

待されています。

　一方で、脱炭素化やデジタル化の世界的な潮流の加速、大規模自然

災害の激甚化・頻発化など、本市を取り巻く環境は、急激なスピード

で変化しており、社会課題や市民ニーズの更なる多様化・複雑化が見

込まれます。

　これらの環境変化や課題に的確に対応し、持続可能な市政運営を

行っていくためには、統計情報を用いて状況を把握し、施策を検討し

ていくことがますます重要となっています。

　この「統計データブック」は、「川崎市統計書（令和3年版）」及

び「大都市比較統計年表（令和2年）」などから、市民生活に関わり

が深い統計情報を引用して体系的に整理し、グラフや解説を加えて分

かりやすく編集しています。

　本冊子を通して、多くの皆様に本市の現況について理解を深めてい

ただければ幸いです。

令和4（2022）年11月
川崎市長　福田　紀彦
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利用上の注意

端数処理の関係上、各数値の総数と内訳の合計が一致しない場合があります。

統計表中の符号の用法は次のとおりです。

単位未満……

「―」……皆無又は定義上該当数字がないもの

「０」、「０．０」

「▲」……マイナス又は比較減を表す

「Ｘ」……該当数字はあるが発表を差し控えたもの

「…」……数字が得られないもの
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